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美的認識と想像力
美 的 認 識 と 想 像 カ
ー つ くる力 と見 る力の育ち一


























通 して…」 とあるように、私は、以前よりつ く
る力 と見る力 に注 目してきた。そ して、この力
の育成には、美的認識 と想像力が必要不可欠な
ものとして考 えている。しかし、 どのような美








こで働 く美的認識と想像力を考察 し、子 どもの
表現力の育成の一助になるようにしたい と考え
ている。



























































このように考えると、美的認識 と 「感 じるこ
と(感 性)」 の関わ りも大 きなものといえる。








































































の4つ の要素 をあげている[6]。10i数年前 に、
映画 「ジュラシック ・パーク」の原作者マイケ
ル ・クライ トンの想像力には驚かされたことが



































(写真1ア ル タミラの洞窟画) (写真2セ ファールの岩 陰画)
(写真3ウ ル遺跡武装槍兵)
感 あ る人 物 の他 、 そ の下 部 に あ る三 角 を並 べ た
模 様 は、現 代 の デザ イ ンを彷 彿 させ る。装 飾 は、
もっ と こ う した ら美 しい だ ろ う、 心 地 よい だ ろ
う とい う想 像 力 の結 果 と言 っ て いい 。
続 い て、 ギ リシ ャ ・ロ ーマ 時 代 の 写 実 表 現 、
3次 元 表 現 へ と発 達 して い く。(写 真4)こ の
ギ リシ ャ ・ロ ー マ 時代 の写 実 表 現 は、 後 世 にお
い て美 術 の古 典 と して長 く人 類 の美 術 界 に君 臨
す る こ とに な る の は 、周 知 の こ とで あ る。
この よ うに、 人 問 は、 「見 る」 こ と を通 して 、
写 実 を好 み、 また そ こか らあ る共 通 の もの を導
き出 し(抽 象 化 し)、 さ ら にそ れ を 自 己 に 取 り
入 れ、 意 味づ け を して もの をつ く り出す こ とを
繰 り返 しなが ら、表現 を発 達 させ て きた の であ る。
ジ ョ ン ・バ ー ジ ャー は 、次 の よ うに い っ て い




世紀 も引き離 された概観である。すべ てのイ
メージはものの見方を具現化する[7]」。









い る とい う こ とを 、 こ こ で は、 ロ ー ウ ェ ンフ ェ
ル ドの 「子 ど もの描 画発 達 」[8]とK児 の作 品 を
も とに 見 て い き、 そ こ に働 く美 的認 識 と想 像 力
を考 察 して い くこ とにす る。
ロー ウェンフェル ドは、 「子 どもの描 画 発 達 」 を
(1)錯 画 期(2-4歳)
資 料1(K児2才 の 時の 絵)
(2)象 徴 期(3-4歳)
資 料2(K児3才 の 時の 絵)
(3)前 図 式 期(4-7歳)
資 料3(K児5才 の 時の 絵)
(4)図 式 期(7-9歳)
資 料4(K児7才 の 時 の絵)
(5)初 期 写 実 の 時 期(9-11歳)
… 資 料5(K児10才 の 時 の絵)
(6)擬 似 写 実 の 時 期(11-13歳)
資 料6(K児13才 の 時 の絵)
(7)決 定 の 時 期(13-17歳)
と段 階 づ けて い る。
(1)錯 画 期(2-4歳):腕 の 上 下 運 動 に よ っ
て 残 る 点 、 左 右 に動 くこ と に よ っ て残 る線 、
1つ の 点 か ら線 へ 、1本 の線 か ら複 数 へ と線
の 描 き 方 は 増 え 、 単 な る線 か ら 曲線 、 閉 じた
線 、 そ して 始 点 と終 点 が 一致 す る 円 へ と 発 達
して い く。 円を 描 く こ とは 手 と 目が連 動 して
動 く こ との 証 明 で あ り、 こ の 段 階 の 終 わ りを
意 味 す る。 こ う した 一 連 の表 現 を 「な ぐ りが
き(ス ク リブル)」 と 呼 んで い る。
K児:は い は いが 終 わ り、 立 っ て 歩 くこ とが で
き る よ う にな った 。 手 を 動 か し、 画 面 い っぱ
い に線 を描 いた 。 た だ 描 くこ と に 集 中 して い
た 。 真 ん 中 に集 中 して いた も の が や が て 回 り
に はみ 出 して い った 。
絵 と して現 れ た表 現 につ い て は 「アル タ ミラ
の洞 窟 画 」(写真1)と 比 べ られ る もの で は な い 。
しか し、 自己 の腕 を動 か せ ばそ の 軌 跡 が 形 に現
れ、 そ の軌 跡 を楽 しんで い るK児 の 様 子 に は、

















形 を閉 じる表現を見つけ(美 的認識)、 そこ























けをするK児 の行為(想 像力)は 、写真3(ウ
ル遺跡武装槍兵)に 見 られる単純化された形の








































3や エジプト期の人物像 ともよく似ている。 し
か し、ものをよく見てその特徴 を正確に描こう
とする(美 的認識)傾 向が強 くなるとともに、
空間認識が生まれ重なりや遠近を表現 しようと














































意思 により形 を抽出できるか らである。そして、

























くってきたものを振 り返 り、今何をなすべ きか
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